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性体比は， all-trans : 13-cis= 3 2であり，麻酔薬投与により紫膜と同様にall-transレチナー
ルが増加した。
(6) パクテリオロドプシンの燐脂質ベシクルへの組み込み:Rackerのオクチルグルコサイド希釈法に
よって大豆燐脂質ベシクルにパクテリオロドプシンを組み込んだ。光照射によりパクテリオロドプシ
ンはベシクル外側から内側へとプロトンを能動輸送する O
(7) パクテリオロドプシンのプロトンポンプ機能の測定:(6)で作成したパクテリオロドプシンを組み込
んだベシクル懸濁液の光照射によるpH変化を連続的に測定した。パリノマイシン非存在下において
は，麻酔薬の低濃度領域ではプロトンポンプ機能は増大，高濃度領域では抑制と二相性を示した。パ
リノマイシン存在下においては，濃度依存的にプロトンポンプ機能は抑制され，同時に測定したベシ
クノレ懸濁液の吸収スペクトルと良い相関を示した。
[総括]
パクテリオロドプシンをモデル膜蛋白質として膜蛋白質におよぼす揮発性麻酔薬の影響を検索した。
(1) パクテリオロドプシンの560nmの吸収極大はレチナールとそれをとり囲む溶媒としてのオプシン
との分子間相互作用による O 吸収スペクトル変化は，麻酔薬がこの蛋白質の分子構造に影響し，レチ
ナールとの相互作用を変えたためと考えられるo CDスペクトルの変化はレチナール周囲の蛋白質構
造の変化によってもたらされたと考えられる O 麻酔薬によって生じるレチナールの異性化も蛋白質構
造の変化を示唆する O これらの結果より，揮発性麻酔薬は可逆的かっ非特異的にパクテリオロドプシ
ンの疎水性部分に結合し疎水的相互作用を弱め分子構造変化をもたらしたと考えられる O
(2) 揮発性麻酔薬は可逆的にパクテリオロドプシンのプロトンポンプ機能を抑制し，この抑制作用は吸
収スペクトルから得られた分子構造変化と良い相関があった。
揮発性麻酔薬は非特異的に膜蛋白質の疎水的部分に作用して構造変化をもたらし膜機能を抑制する
と考えられる O
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論文の審査結果の要旨
膜蛋白質の分離精製が容易でないため膜蛋白質に及ぼす麻酔薬の影響についての報告は少な ~'o 本研
究はパクテリオロドプシンをモデル膜蛋白質として用い，パクテリオロドプシンの分子構造，プロトン
ポンプ機能に及ぼす揮発性麻酔薬の影響を検索し揮発性麻酔薬が分子構造を変化させその構造変化が
機能の抑制を引き起こすことを明らかにした。この結果は揮発性麻酔薬が膜蛋白質に直接影響を与える
可能性を示唆しており，全身麻酔の作用機序の解明にとって価値ある論文として認める。
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